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内    容
農
政
振
興
部
会
委
員
視
察

研
修
に
参
加
し
て

七
月
十
八
日
に
㈲
エ
コ
・

ラ
イ
ス
新
潟
で
開
催
さ
れ

た
令
和
元
年
度
農
政
振
興

部
会
視
察
研
修
の
概
要
に

つ
い
て
、
佐
藤
農
政
振
興

部
会
長
が
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

＊

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
！

　
　
　
　

 

＊

委
員
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

今
回
は
、
鈴
木
農
業
委
員

と
杉
山
農
地
利
用
最
適
化

委
員
が
委
員
活
動
を
通
じ

普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

＊

お 

願 

い

今
年
度
実
施
さ
れ
る
「
二

〇
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
調
査
へ
の
協
力
の
お

願
い
で
す
。

「おいしいブドウが実りました」(秋葉区新保地区ブドウ園） 美味しいブドウが稔りました（新保地区ブドウ園）
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本
年
七
月
十
八
日
、
北
陸
自
動
車
道
中

之
島
見
附
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
十

分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
㈲
エ
コ
・
ラ
イ

ス
新
潟
の
本
社
を
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
委
員
、
事
務
局
職
員
、
総
員
十

四
名
で
訪
問
し
、
エ
コ
・
ラ
イ
ス
新
潟
の

経
営
及
び
商
品
開
発
等
に
つ
い
て
視
察
研

修
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
、
今
回
の
視
察
前
に
新
津
さ

つ
き
農
協
で
開
催
さ
れ
た
夏
季
品
質
・
収

量
向
上
大
会
で
、
同
社
の
代
表
取
締
役

富
永
有
氏
に
よ
る
講
演
「
お
米
の
あ
し
た

～
農
業
の
未
来
を
耕
せ
」
を
お
聞
き
し
、

米
を
使
っ
た
加
工
品
の
製
造
や
外
国
へ
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
輸
出
に
関
す
る
同
社
の
取

組
み
を
承
知
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

再
度
研
修
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
よ
り
密

度
の
濃
い
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
で
き

た
こ
と
に
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

㈲
エ
コ
・
ラ
イ
ス
新
潟
は
、
新
潟
県
の

農
家
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
会
社
で
、
無
農

薬
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
酒
米
の
山
田
錦
ま
で

幅
広
い
品
種
の
米
の
集
荷
・
検
査
及
び
販

売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
除
草
機
の
研
究
開
発
も
行
っ
て
お

り
、
除
草
作
業
を
す
る
ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト

や
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
、
畑
の
除
草
機
器
ル
ン

バ
な
ど
を
興
味
深
く
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
化
等
に
対
応
し
た
機
能
性

米
の
生
産
、 

加
工
、
販
売
分
野
に
お
い
て

は
、
災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
関
係
食
事
制

限
者
に
対
応
す
る
非
常
食
「
ア
ル
フ
ァ
ー

米
」
や
「
米
粉
ク
ッ
キ
ー
」
の
生
産
・
販

売
な
ど
、
お
米
の
力
で
食
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
り
、
新
潟
米
の
新
し
い
価
値
の
創

造
を
目
指
す
取
組
み
を
視
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
、
自
分
自
身
の
農
業

経
営
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
有

意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
㈲
エ
コ
・
ラ
イ
ス
新

潟
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

農
政
振
興
部
会
委
員

　
　
　
　

視
察
研
修
に
参
加
し
て

農
政
振
興
部
会
長

      

佐
藤  

英
一

秋葉区農業委員会

事務局

☎ ０２５０－２５－５５２０

Fax０２５０－２４－２２１３

　

相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
の

　

権
利
を
取
得
し
た
と
き
は…

　

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が

　

必
要
で
す
！

〇
届
出
が
必
要
な
者

農
地
法
の
許
可
を
要
さ
ず
に
次
の
よ
う
な

理
由
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
者

●
相
続

　

遺
産
分
割
、
包
括
遺
贈
、
相
続
人
に
対

　

す
る
特
定
遺
贈
等
を
含
む

●
法
人
の
合
併
・
分
割

●
時
効　

な
ど

届
出
書
の
入
手
、
ご
不
明
な
点
や
詳
細
に

つ
い
て
は
秋
葉
区
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～ 

お
知
ら
せ 

～
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委
員
の  

リ
レ
ー
ト
ー
ク

 
 

今
年
も
空
梅
雨
で
経
過
し
、
八
月
に
入

り
連
日
の
猛
暑
日
が
続
い
て
い
る
。

　

地
球
の
温
暖
化
が
進
行
す
る
一
つ
の
現

象
で
あ
る
。
世
界
的
に
は
、
熱
波
、
干
ば

つ
、
砂
漠
化
、
台
風
の
超
大
型
化
、
永
久

凍
土
の
溶
解
等
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
温
暖
化
の
進
行
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
人
間
活
動
に
起
因
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

温
暖
化
の
農
業
へ
の
影
響
と
し
て
は
、

次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

①
高
温
に
よ

る
障
害
、
②
作
物
の
成
長
の
速
度
の
変
化
、

③
生
態
系
の
変
化
等
で
あ
る
。
特
に
、
水

稲
の
登
熟
期
で
の
高
温
に
ょ
る
米
粒
の
白

濁
化
は
、
品
質
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

　

今
日
的
対
策
と
し
て
、
耐
暑
性
品
種
の

開
発
、
栽
培
方
法
の
工
夫
、
新
品
目
の
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
新
潟

の
稲
作
作
季
の
気
候
が
、
今
は
、
秋
田
、

青
森
そ
し
て
北
海
道
へ
と
移
行
し
て
い
る

と
言
わ
れ
、
北
海
道
で
は
冷
害
が
少
な
く

な
り
、
良
質
米
生
産
が
安
定
し
て
き
て
い

る
。

　

今
、
コ
メ
王
国
新
潟
は
、
他
産
地
の
猛

追
で
足
元
が
揺
ら
い
で
い
る
。
人
口
の
減

少
、
少
子
高
齢
化
、
豊
富
な
食
品
類
等
に

よ
り
年
々
減
少
す
る
米
の
国
内
需
要
。
こ

れ
に
伴
い
激
化
す
る
産
地
間
競
争
。
今
後

の
戦
略
の
成
否
が
明
暗
を
分
け
よ
う
。

　

今
年
も
間
も
な
く
収
穫
の
秋
を
迎
え
る

が
、
お
盆
段
階
で
見
る
稲
穂
の
色
づ
き
は
、

過
去
に
な
い
早
さ
で
あ
る
。

　

二
年
連
続
の
作
柄
不
良
、
今
年
こ
そ
農

業
本
来
の
収
穫
の
喜
び
を
体
感
で
き
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
の
年
、
私
も
四
月
一
日
で
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
第
二
期
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
第
一
期
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
農
業
委
員
会
の
総
会
、

研
修
会
等
、
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
先
行
き

不
安
で
し
た
が
、
先
ず
は
前
進
あ
る
の
み

と
思
い
ま
し
た
。

　

二
期
目
は
、
一
期
目
で
知
り
え
た
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
今
後
の
農
地
利
用
最
適

化
に
向
け
て
五
年
、
十
年
、
二
十
年
後
を

考
え
る
と
、
農
家
及
び
農
業
団
体
等
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と
思
い
ま

す
し
、
併
せ
て
、
農
業
経
営
者
の
人
達
と

の
情
報
の
共
有
化
が
重
要
に
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
及
び
農
業
者
の
高
齢
化
等

現
状
は
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

地
域
農
業
・
農
村
発
展
の
た
め
に
も
、
農

地
の
農
地
集
積
・
集
約
及
び
基
盤
整
備
事

業
は
必
須
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
地
元
阿
賀
満
地
区
は
、
現
在
、
基

盤
整
備
計
画
が
進
行
中
で
す
。
以
前
に
も

何
回
か
提
案
は
あ
り
ま
し
た
が
、
決
ま
ら

な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
計
画
の

進
展
は
、
個
々
の
力
、
組
織
体
の
力
を
合

わ
せ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、

今
後
な
お
一
層
の
結
束
力
を
も
っ
て
、
早

期
実
現
に
向
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
方
、
両
新
地
区
で
は
、
基
盤
整
備
事

業
は
八
割
方
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
地
区

内
に
は
農
業
法
人
が
な
く
、
個
人
の
農
業

者
が
縁
故
関
係
な
ど
の
相
対
契
約
で
農
地

の
集
積
を
進
め
、
な
お
か
つ
少
数
の
生
産

組
織
に
よ
り
耕
作
面
積
の
大
半
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
離
農
者
が
予
想
さ
れ
る
中
、

今
後
と
も
い
ち
早
く
農
地
の
出
し
手
、
受

け
手
の
把
握
に
努
め
、
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
積
極
的
に
参
画

す
る
中
で
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
合
い

と
合
意
形
成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
三
年
間
で
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
に
参
加
、
耕
作
放
棄
地
や
無
断
転
用
農

地
の
現
状
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
度
無
断
転
用
や
耕
作
放
棄
さ

れ
る
と
、
復
元
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
。

そ
の
た
め
、
私
ど
も
は
日
常
的
に
地
域
を

見
回
り
、
地
域
の
農
地
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　

日
々
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
、
色
々

な
地
区
の
皆
様
、
集
落
の
人
達
と
交
流
を

も
つ
こ
と
で
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
し
て
多
少
な
り
と
も
地
域
に
貢
献
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

農業委員
鈴木　儀一

農地利用
最適化推進委員
杉山　忠一
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農業委員会系統組織が農業者の立場に立って編集・発行している

「農家のための情報誌」です。

地方版では，身近なニュースもお伝えしています。

●発行日：毎週金曜日（月４回）

●購読料：１ヶ月７００円（税込み）年間８,４００円（税込み）

●申込み：秋葉区農業委員会事務局まで

全国農業新聞の購読をお勧めします

  農林水産省では「2020年農林業センサス」を令和２年２月１日現在で実施することとしています。

　農林業センサスとは５年ごとに農家、林家や農林業サービス事業体など全国すべての農林業関係者を対象

として行う大規模な基幹統計調査で、食料の安定供給や環境の保全など大きな役割を担っている農林業の未

来を築いていくための大変重要な調査となります。

　令和２年１月から２月中にかけて調査員が訪問しますので是非ご協力をお願いします。

　◎農林業経営体調査

　　　農家や林家、会社や集落営農など、農林業を営んでいるさまざまな経営体の実態を正しく把握するた

　　めの調査で、全国の農林業経営体が対象です。

　　

　　●調査内容

　　　　経営の状態、世帯の状況、労働力、作業の受託、耕地、農業生産の概況、農産物の販売、経営の多

　　　角化、山林・林業作業、素材生産など

　　●調査期間

　　　　令和元年12月中旬～令和２年２月末

　　●調査方法

　　　　調査員による調査票の配布と回収を行います。

　　　　（希望がある場合は調査員が調査票の記入をお手伝いします。）

　　　　また、オンラインによる回答も可能です。

統計調統計調査「202「2020年農林業センサス年農林業センサス」にご協力をお願いしますにご協力をお願いします

2020年農林業センサス

統計調査「2020年農林業センサス」にご協力をお願いします

農林業経営体とは、一定規模以上の農林産物の生産を行うか、又は委託を受けて

農林業作業を行う事業者をいいます。

農林業の実態を知ることで見えてくるさまざまな

ことから日本の農林業の未来を考えていきます。

担当：新潟市秋葉区地域総務課

政府統計


